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地球環境・資源への危機意識の高まりやSDGsの策定等を背景に、今後サーキュラーエコノミー（循環型経済モデル）への
社会的要請が一層強まっていく状況が予想されます。アビームコンサルティングは製造業（動脈産業）における環境負荷
の低減と経済合理性の確保（新たな収益源の創出）の両視点から、新たなビジネスモデル・ビジネスプロセスを創出し、
サーキュラーエコノミーの推進を支援します。

ムダを価値に変え、製造業の環境負荷低減と経済合理性の両立を実現し、 
ESG経営を加速

サーキュラーエコノミー
推進支援サービス

企業を取り巻く課題と課題解決における重要成功要因
実際にサーキュラーエコノミーを推進しようとしても、多くの企業では前例も少なく、推進に困難が伴うケースが多いのが実情です。そもそも
何から手をつけるのか、どういう循環シナリオを描くのか、収益化は可能か、効果をいかにして見える化するのかなどの課題に直面することが
想定されます。また、部門の枠を越えた全社的な取り組みになるため、効果を創出するまでのプロセスには多くの壁が生じます。
壁を乗り越えるためには、少なくとも6つの重要成功要因があると考えます。これらの要因を踏まえることで、製品と資源の価値を可能な限り
長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化するための、より実行性（実効性）の高い取り組みが実現します。

サーキュラーエコノミーを効果的に推進できた場合、商品やサービスを通しての環境負荷低減に加え、ムダを価値に変えることで、新たな収益源の創出
が期待できます。さらには、取り組みを通して組織内部では共通した価値観が醸成され、外部に対しても情報発信することでブランディングが強化され 
ます。すなわち、経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の視点において、企業価値の向上が期待できます。

Circular Economy Design

サーキュラーエコノミーの推進による期待効果

計 画 効果創出

外部連携

意識

Digital Transformation
技術
サプライチェーン
行政
専門家

経営・事業戦略との統合・整合
トップマネジメントによる推進
中長期の取組み

イノベーション思考
拡大・縮小
転用
省略・削減
再構成

代用
組み合せ
適用
修正

組織体制の確立・強化
専門組織
全社横断
CEO直轄

顧客価値創出
ビジネスモデル変革
サービス化

経営層と現場で
意識の差がある

知識
領域が広すぎて、
何から手を付けて
良いか分からない
専門知識がない

常識 組織
部門や、企業の
枠組みをなかなか
超えられない
 (大きな取り組み
にならない)

認識

実 行

AI/IoT
Robotics
3D Printing
Cloud

取組みに対して、
消費者・市場の認識
が追いついていない
適切なKPIが定められず、
効果の見える化、
市場への訴求が難しい

ヒト モノ カネ 情報

組織やサプライヤー、ステー
クホルダー間において、共
通した価値観を醸成

原材料や設計、廃棄物の見
直しや、モノのサービス化な
どビジネスモデルの変革に
よる環境負荷低減の推進

ムダを低減・排除し、収益
性の強化、さらには新たな
収益源の創出

サーキュラーエコノミーを手
段としたESG経営の推進に
よるブランディング、企業価
値の向上

これまでの経験や
先入観に捉われて、
抜本的な実行が
できない
収益化を目指そうと
すると、大規模な設備
投資が必要となる

サーキュラーエコノミーの
推進による期待効果
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アビームコンサルティングは、先述の6つの重要成功要因に関連する強みを有しており、総合コンサルティングファームとして幅広い領域における知見・
実績とネットワーク、豊富なデジタルソリューションの活用が可能です。サーキュラーエコノミーの推進には、当社のように「総合力」に強みを持つパートナー
と協働することが効果的です。

アビームコンサルティングの提供価値

サーキュラーエコノミー推進支援サービスでは、弊社デジタル知見や幅広い業界・業種のネットワークなどを活かし、組織を超えた「協調領域の拡大・
強化」と自社における「競争領域の深化」を前提として、サステナブルな循環シナリオのグランドデザインを策定します。また経営戦略・事業戦略における
重点施策として、取り組みの定着や継続的な改善に向けた目標や指標の設定、体制の構築・人材の育成など、持続的な取り組みとするための仕組み
づくりまで、サーキュラーエコノミーの推進を広くご支援します。 

「サーキュラーエコノミー推進支援サービス」（サーキュラーデザイン）のアプローチ

取り組みの目的やゴール
（経営・事業戦略としての
位置づけ）を改めて整理

外部環境や貴社情報に基づ
き、要件や検討範囲を整理

提供価値（例）重要成功要因

Digital
Transformation

組織体制の確立・強化

顧客価値創出

経営・事業戦略との
統合・整合

イノベーション思考

戦略策定から仕組み・プロセス構築まで

幅広いネットワークと見極め

デジタル活用

総合コンサルティングファームとして、戦略策
定から仕組み・プロセスの構築まで幅広い領
域において、知見・実績を有しています。

全業界において幅広いネットワークを有してお
り、技術やチャネルの活用、サプライチェーン
における連携など内部・外部リソースを有機的
に紐づけます。

IoTやAI、データ分析基盤などを活用しなが
ら、見える化はもとより、デジタルを活用した
サーキュラーエコノミーの実践を推進します。

転用

連携

買収

サステナビリティ戦略の立案、マテリアリティ特定

サステナビリティ推進部門、新規事業の立上げ

グリーンプロダクツの企画・設計

資源循環サプライチェーンの構築

食品メーカー
 （廃棄物）

飲料メーカー
 （使用済み容器）

化学メーカー
 （廃棄物）

消費財メーカー
 （原材料）

小売業 
（店舗での回収）

リサイクル会社
 （再利用）

検討の
視点

概要

サーキュラーエコノミー推進の進め方

モデリング プロトタイピング テストサーキュラー
デザイン ビルディング

経営・事業戦略
としての 視点

中長期の視点/ 
DXの視点 

経済合理性と
環境負荷低減の
両立の視点

継続的な
PDCAの視点

競争優位性の獲得に資する 
効果が見込める領域・余地
の 整理

外部のパートナーなども含
め、一連の循環シナリオの
イメージ、目指すべき姿を具
体化

環境負荷低減・経済合理性
のシミュレーション

実行における課題・問題点
の洗い出し

マイルストーンや体制など、目
標や指標の整理

市場とのコミュニケーション
や モニタリング方法の検討

業界におけるESG動向・
取組・規制など調査 資源循環の余地（ムダ）

の抽出
サーキュラーエコノミー推進
における重点施策への

落とし

企業価値を高めるための
実行計画の策定サーキュラーエコノミーを

実現する循環シナリオの
グランドデザイン

サステナビリティビジョン・
戦略やマテリアリティ分析

再生可能資源・枯渇性資源
の分析

サーキュラーエコノミーの理解、人材の育成（必要に応じて研修・ワークショップ実施）

貴社情報
ビジョン・戦略
製品・サービス
サプライチェーン
チャネル
廃棄物
技術/設備
材料
データ　など

外部連携

廃棄物の
自動選別

ESGデータの
可視化

リユース・
メンテナンスの
効率化

AI・
画像認識

廃棄物
処理
ライン

製品

財務・
非財務
情報

プラット
フォーム

IoT


